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モンゴル語の母音調和と母音の弱化
一外来語を用いた分析一*

植田尚樹

1は じめに

モンゴル語には、母音調和と母音の弱化 とい う、母音に関して特徴的な2つ の現

象がある。

モンゴル語の母音調和については数多 くの研究があ り、モンゴル語固有の語(以

下 「本来語」)の母音配列、および接尾辞の交替形の選ばれ方については、ほぼ確立

された法則がある。 しか し、外来語の中には母音配列の原則に従っていない語(以

下 「例外語幹」)が ある。その場合でも、接尾辞が付く場合には母音調和による交替

形からいずれかが選ばれなくてはならないが、その選ばれ方について十分な研究が

なされているとは言い難い。

一方の母音の弱化は
、第2音 節以降の短母音が著 しく弱化するとい う現象である。

モンゴル語の短母音は、第1音 節に現れた場合には音声的に明瞭に発音されるのに

対 し、第2音 節以下では著 しく弱化 して、音声的に不明瞭になる。また、形態論的

過程や発話スピー ドによって、弱化母音の有無や出現す る位置が変わる。

(1)[UX6r]《 牛 》

[uxre二s]《牛 か ら》

[amrヨX]《 休 む 》

[ama朔 《休 ん で 》 (斎 藤1984:57)

このような弱化母音に対 して様々な音韻解釈がなされているが、これまでのとこ

ろ外来語に関する記述や分析は数が少ない。

本稿では、モンゴル語ハルハ方言(い わゆる 「標準モンゴル語」、以下 「モンゴル

語」)の外来語のデータを用い、①外来語、特に例外語幹に対する接尾辞の母音調和

はどのような法則に支配されているのか、②外来語でも母音の弱化は起こるのか、

③母音調和と母音の弱化には相互関係があるのか、とい う点を、2つ の調査から探

る。そ して、①接尾辞の母音調和は、i,e,eを除く語幹末の母音が接尾辞の母音を決
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定することを基本 としなが らも、アクセン トや語幹末からの距離、語の定着度等の

要因が相互に作用 し、ランキングのない規則が競合していること、②体系的ではな

いものの、外来語でも語によっては母音の弱化が起こること、③母音調和と母音の

弱化には相互関係があること、を示す。

なお本稿における表記は、特に断らない限り、キ リル文字による正書法をローマ

字転写 したものである。転写方法は付録1に 示す。

2音 韻体系

2.1母 音体系

モンゴル語の母音の音素、および代表的な音声、キ リル文字 との対応、キ リル文

字の転写を以下に示す。(以 下では、〈 〉は文字転写を表す。)

音 素

/i/

/w

/u/

/e/

/o/

/a/

/o/

音 声

[i]

[u]

[σ～o]

[i～e]

[o]

[a]

[o]

キ リル文字

H

Y

y

9

θ

a

0

転 写

<i>

<u>

〈()〉

<e>

<0>

<a>

〈o>

Svantessonetal.(2005)は 、短 母 音 のiとeは ハ ル ハ 方 言 で 合 流 して い る と し、第1

音 節 の 短 母 音 音 素 と してeを 認 め な い1。

(2)theshortvowelswrittenwiththeCyrilliclettersH<i>andD<合>havemergedtoavowel

withthequality[i]inUlaanbaatarHalh.(Svantessonetal.2005:6)

筆者 も/e/が[i]と発音 されてい る例 は確認 したが、全ての語、全 ての話者 においてi

とeが 合流 したか ど うか については不 明である。 また、以下のよ うな例 では、下線

部 の母音の発 音は明 らか に異な る。

1長 母 音
、お よび 第2音 節 の音 素的母音 にはi(i:)とe(e:)の 対 立を認 めてい る。
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(3)1mp笛[import]《 輸 入 》

皇ksport[eksport]《 輸 出 》

し た が っ て 本 稿 で は 、 〃 と/e/は 異 な る 音 素 と して 扱 う。 な お 、 こ の 問 題 に 関 し て は

5.2.1で 詳 し く扱 う。

長 母 音 は/i:,u:,σ:,e:,ol,a:,o:/、 二 重 母 音 は/ui,σi,ei,ai,oyで あ る 。(/oi/と い う二 重 母

音 は な い 。)な お 以 下 で は 正 書 法 に 基 づ き 、 長 母 音 は 短 母 音 の 連 続 で 表 記 す る 。

2.2母 音調和

2.2.1母 音配列

母音調和 については、韻律理論 を用 いたSteriade(1979)や 、 自律分節 音韻論 を用

いたGoldsrnith(1985)、 分節音の内部構造 の階層性 を考慮に入れ たvanderHulstand

Smith(1987)、 実験音声学の手法 を用いた城生(2005)、contrastivehierarchyの 枠組

み を用いたKo(2011)な ど、様 々な研究 がな されて きた。 その結果、本 来語 の母音

配列 については、ほぼ確立 された法則 がある。

女 性 母 音(十A工R2)…/e,o,u/

男 性 母 音(-ATR)…/a,o,u/

中 性 母 音(+ArR)…/i/

[±ArR]の 調和3:女 性母音 と男性母音は共存できない。中性母音は、初頭音節以外

の位置では透明(transparent)な 母音であ り、母音調和に無関係で

ある。初頭音節では女性母音として機能 し、後続する母音は必ず

女性母音である。

円唇性の調和:円 唇広母音o/oの 出現にかかわる。初頭音節の母音がo/oの 時にしか

第2音 節以降にo/oは 現れない。円唇狭母音u/σ は、自らは円唇母

音であるにもかかわらず、円唇性の調和を妨げ、後続す る母音に非

円唇母音を要求するとい う意味で不透明(opaque)な 母音である4。

2S
vantessonetaL(2005)は[pharyngeal]の 素 卜生を用 い 、Ko(2011)は[土RTR]を 用 い て い る。[ArR]と は+

と一 が 逆 に な る が 、 実 態 は 同 じも の と考 え られ る。
3
0pen-closeの 調 和(Ha面h1982)や 、丘on←backの 調 和(Goldsrnith1985な ど)と した先 行 研 究 も あ る が 、

現 在 で は[土ArR]の 調 和 で あ る とい う解 釈 が 広 く受 け 入 れ られ て い るた め 、本 稿 で も[土ArR]の 調 和 と捉

え る。
4S

vantessonetal.(2005)に よ る と、ウ ラ ンバ ー トル の 口語 で は 非 円唇 狭 母 音iも 円唇 調 和 を妨 げ る場 合

が あ る。 そ の 原 因 と して 、 初 頭 の 円 唇 母 音 と、調 和 し て い る母 音 との 問 の 隔 た りが 挙 げ られ て い る。
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22.2接 尾辞の母音調和

母音調和の領域は、語幹内のみならず、接尾辞にまで及ぶ。その結果、ほとんど

の接尾辞は母音調和による交替形を持つ。(各接尾辞の右上に付 された数字は、母音

調和による異形態の数を示 している。)

(4)奪 格 接 尾 辞 一aas(4)(-aas/-oos/-ees/-oos)《 ～ か ら 》

複 数 接 尾 辞 一uσd(2)(-uudんuud)

接尾辞の母音は、語幹末の母音によって決まると考えられ る。その根拠として、

以下に複合語の例 と、接尾辞が2つ 以上連続する例を挙げる。

複合語では、後部要素の母音が接尾辞の母音を決定す る。

(5)oworxangai《 ウ ブ ル ハ ン ガ イ(地 名)》 →oworxangai-9一 墨s5

<owor《 山 腹 》+xangai《 森 林 肥 沃 地 帯 》

2つ の接尾辞が連続す る場合 、2つ 目の接尾辞の母音 は、語幹 の母音ではな く、1

つ 目の接尾辞 の母音 に調和す る。(6)は 、母音調和 に よる交替形 を持た ない接尾辞

一guiに、分離副動詞形を作 る接尾辞一aad(4)(-aadみoodんeed/-ood)が後続 した例で ある。

(6)awax-g旦i-g一 璽d《 取 ら な い で 》 ㌔w旦x-gui-g一 墨d

取る 一否定 一介入子音 一分離

(7)は 、o/oを 持 つ 語 幹 に 、使 役 接 尾 辞 一σul(2)(-uσ1/-uul)と 、分 離 副 動 詞 形 を 作 る 接

尾 辞 一aad④(-aad/-ood/-eed/-ood)が 付 与 され た 例 で あ る。

(7)or一 璽1一 墨d《 入 ら せ て 》*⊇r-ud一 辺d

入る 一使役 一分離

og一旦旦1一璽d《 与 え さ せ て 》*gg-uul-ggd

与える 一使役 一分離

(6)(7)で はいずれ も、語幹に1つ 目の接尾辞が付与 された際、新 しい語幹(awaxgui

/orσul/oguul)が 形成 され、その新 しい語幹の末尾 の母音 に従 って、2つ 目の接尾辞

の母音が決定 され る、 と考 えることができる。

5gは 母音の連続 を避 ける介入子音で ある
。(以 下 同様)
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以上の ことか ら、接尾辞の母音は語幹末 の母音に よって決定 され ると考え られ る。

語幹末母音 と接尾辞 の母音 との対応 は、以下の通 りである。代表 として、例 に一aas(4)

と一σσd(2)を挙 げる。

表1:語 幹末母音 と接尾辞の母音との対応

接尾辞の例

語幹末母音

(4)-aas

(-aas/-00S/-ees/-00S)

.uσd(2)

(一σσd/-uud)

a,(」 一aas

一()ud

o 一〇〇S

e,u,(i) 一ees

一uud

0 一〇〇S

(i)は、語幹 に含 まれ る母音がiの みの場合。それ以外 の場 合、iは 無視 され る。

3外 来語における母音調和と母音の弱化

3.1外 来語に対する接尾辞の母音調和

表1に 接尾辞の母音の選ばれ方を示 したが、外来語に接尾辞が付与され る場合、

表1の とお りにならない例がある。3.1.1に 筆者が行った予備調査の結果、3.1.2に

先行研究に見られる例を挙げる。

3.1.1予 備調査

予備調査 として中国内モ ンゴル出身の内蒙古語話者 に調査 を行 った ところ、外来

語 では表1の 通 りにな らない語 があった。 その一部 を挙げ る。

(8)pasp⊇rt《 パ ス ポ ー ト》 →pasport一 墨s(*pasport一 辺s)6

mast全r7《 職 長 ・名 人 》 →maste卜 墨s(*maste卜 壁s)

konsΩ1《 領 事 》 →konsul一 堕s(*konsul一 墨s)

これ らの例では、語幹末の母音が接尾辞の母音を決定 していない。

6本 稿 にお いて*は
、 「予測 され るが実 際には話者が用 いなか った語形 」を示す。 なお、本稿 に関わ る

調査 では、予測 され る形 について、話者 に対 して 「この形で も許容 で きるか」 とい う確認 は行 ってい

ない。話者か ら得 られた語形 と許容 され る語形 に違いが あるか とい うこ とについて は、今後研究 が必

要 である。
7/e/[

e]は内蒙古語 において、外 来語 のみに用い られ る音 素で ある。 内蒙古語 の/e/は囹 で実現 され る。
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3.1.2先 行研究(モ ンゴル 語)

モ ンゴル語 において、外来語に対す る接尾辞が どの よ うに選 ばれ るか、 とい う点

について言及 した先行研究 を、以下に示す。

橋本(1982)は 以下の例 を挙 げ、「調和素性 は、語幹末 の母音 によって付 与 され る」

(橋本1982:587)と してい る。

(9)Stems-Ablative

a)tsemodaan-aas`fヒomthesuitcase'

b)Tomortogoo-goos`ffomTomortogoo(personalname)'

c)Daきintきilen-ees`丘omDaきintきilen(placename)'

d)Saraxob-oos`ffomSaraxob(placename)'

(橋 本1982:86(12)表 記 は 改 変)

また橋本(1982)はkapitalizm《 資本主義》→kapitalizm-eesと い う例を挙 げ、通常

は母音調和 にかかわ らないiで も、原語 でアクセ ン トを持つ場合 には母 音調和 を引

き起 こ し、接尾辞 の母音 にeが 選 ばれ ることがある と述べている。

Svantesson(1985)に は、 ロシア語 か らの借用語では、 ロシア語でア クセ ン トを持

つ母音が調和を決定 してい るとい う記述 がある。

(10)Su伍xeso丘enfbllowtheha㎜onyclassofthevowelwhichiss廿essedinRussian.

(Svantessonl985:308)

ただ しSvantesson(1985)は 、多 くの例外や不規則性 があ り、すべてのケースをカバ

ーす る一般的な規則 は立て られない としてい る
。

3.1.3先 行研究(他 言語)

本節では、他言語における例を概観する。母音調和を持つ他の言語では、外来語

に対 して接尾辞の交替形が選ばれる際に、どのような要因が関わっているかをまと

め、モンゴル語の分析にも生かすことが目的である。

3.1.3.1ト ル コ語

Kirchner(1993)、Sasa(2011)に よると、接尾辞の母音 は語幹末の母音 と調和す る。

また林(1989)に も、「語 幹の最終母音 と接尾辞 の間に も、母音の共起に関す る制約

がある」(林1989:1386)「 外来語に対 しても、わずかの例外 を除 き、規則 的に適用 さ

れ る」(同:1387)と の記述 がある。
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3.1.3.2ハ ンガ リー語

ハ ンガ リー語 の母音調和は前舌 一後舌 の調和であ り、接尾辞の母音は基本 的に語

幹末の母音 によって決 まる(KontraandRingenl986,Ringenl988)。

しか し、外来語 では異な る結果 が出る とい う報告 がある。KontraandRingen(1986)

は、語末 に2つ の中性母音が ある外来語 では、本来は母音調和 を引 き起 こさないは

ず の中性母音が調和 を引き起 こ し、ほ とん どの場合に前舌母音 を含む接尾辞 が選 ば

れ る8こ と、少な くとも外来語では強勢母音 が接尾辞の母音 に影響 を与 えている こと

を指摘 してい る。 またNevins(2010)は 、本来語 であっても、 中性 母音 の音節 を2

つ挟む と[+back]の 調和 がブロ ックされ るバ リエー シ ョンをもち、1人 の中で も語彙

や社会言語学的な条件 によってゆれ がある、 と述べてい る。

つ ま り、ハ ンガ リー語の接尾 辞の母音調和は、語幹 末母音 を基本 と しなが らも、

語末か らの距離や アクセ ン トが関係 してい る。ハ ンガ リー語 のア クセ ン トは語 の第

1音 節 にあ り外来語で も同様 である9(KontraandRingenl986,Nevins2010)の で、こ

こで言 うア クセン トとは原語のア クセ ン トではな く、ハ ンガ リー語内のアクセ ン ト

である。

3.1.3.3フ ィンラン ド語

フィンラン ド語 も前舌 一後舌の母音調和 で、接 尾辞の母音 は基本的に語幹末 の母

音 によって決定 され る。 しか しフィンラン ド語で も、外来語 に対 してはい くつ かの

例外が認 められる。具体的 には、前舌母音 で終わ る外 来語 に対 して、接尾辞 に後舌

母音が選ばれ ることがあ り、`interandintraspeakervariation'(Valimaa-Bluml999:247)

が見 られ る。

この理 由として、Valimaa-Blum(1999)は リズ ムや発話 スタイル、情報構造 、発話

速度 を要因 に挙げている。RingenandHeinam註ki(1999)は 、母音の位置 のほか、第1

強勢、第2強 勢、母音の聞 こえ度が影響 してお り、 これ らはランキングのない制約

の競合で あると指摘 してい る。またNevins(2010)は 、接尾辞 の違いは方言差 だ とし

た上で、その方言差 は聞 こえ度の低 い母音 を透明な母音 とす るか否かの差である、

と述べてい る。

つ ま り、フィンラン ド語 もハ ンガ リー語 と同様に、語 幹末母音 を基本 としなが ら、

アクセ ン トや母音 の聞こえ度、発話 スタイルな どが関係 してい ることがわかる。

フィンラン ド語 では、主強勢は原則 として語の第1音 節に置かれ る(松 村1992:

674)。 外 来語 のアクセ ン トにつ いては、RingenandHeinamak(1999)に 挙 げ られ てい

8ハ ンガ リー語 の 中性母音 は/yと/e/であ り、音声 的には前舌母音 であ る。
9外 来語 のアクセ ン トにつ いての明確 な記 述はない が

、KontraandRingen(1986)とNevins(2010)は 外

来語 で も第1音 節 に強勢が あるもの と して分析 してい る。
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る外来語の例には全 て第1音 節 に主強勢の符 号が打 って ある10こ とか ら、本 来語 と

同 じよ うなアクセ ン トに変化す るよ うである。つま りフ ィンラン ド語の場合 も、原

語 のア クセ ン トではない。

3.2母 音 の弱化 との関連性

先述 した よ うに、モ ンゴル語では第2音 節以下の短母音 は弱化す る。 その弱化母

音 の音素 について、これ まで様々な説 が提唱 されてきた(Streetl963,角 道1974,斎

藤1984,Svantessoneta12005な ど)。しか し、外来語 の母音 の弱化 について扱 った研

究 はわずかであ り、分析 も十分である とは言い難 い。

内蒙古語話者 では、外来語で も第2音 節以下の短母 音が弱化 し、 さらに母音調和

と母音の弱化 に関連性が認 め られ る例 があった。

(ll)nOmer《 番 号 》 →[nOmera:S]～[nOmOrO:S]

この話者はnomer《 番 号》 とい う外来語 に対 して[mmera:s]と[nomoro:s]の 両方 を許容

し、 「母音が弱化 した場合 としない場合 で接尾辞が異なる」 と述べたll。被験者が1

人 であることか ら、この事実 をもって 「母音調和 と母 音の弱化 には関連性 がある」

と断言す ることは避 けなければな らないが、少な くとも関連性 を示唆す るデ ータで

はある。

3.3考 慮すべき要因

3.1.2ではモンゴル語、3.1.3では他言語に関して、外来語に対する接尾辞の母音調

和についての先行研究を概観 し、接尾辞の母音調和に関連があると思われ る要因を

挙げた。また3.2で は、接尾辞の母音調和 と母音の弱化に関連性がある可能性が示

された。これらをまとめると、外来語に対する接尾辞の母音調和に影響を与えてい

る要因 として、以下のようなものが考えられる。

語幹末の母音

原語でアクセン トを持っ母音

モンゴル語でアクセン トを持つ母音

語末か らの距離

lo#(C
o)ie一に始 まる外 来語で はeに ア クセ ン ト符 号が ある(hi6roglゾ 丘heroglyp丘)が 、 この位置 は本

来語 で も同様(ti6-lla`road-adessive')で ある。
ll母 音が弱化 しない場合

、母音eに 調和す るeが 接 尾辞 の母音 として期待 され るにもかかわ らず、 こ

の話者 ではaが 選 ばれて い る。 これ は、534で 述べ る 「デ フォル トの母 音」で ある と考 え られ る。

一44一



モンゴル語の母音調和 と母音の弱化一外来語を用いた分析一

母音の聞こえ度

リズムや発話スタイル、情報構造、発話速度

母音の弱化との関連性

この中で、どの要因が どの程度影響 しているかを明らかにするため、調査を行っ

た。

4調 査

4.1外 来語 の音声 と表記

調査 内容 に先立ち、モ ンゴル 語に見 られ る外来語の概要 を述べてお く。

モ ンゴル語 に最 も多い外来語 は、 ロシア語か らの ものである。それ らは主に ソビ

エ ト時代 に借 用 され た。 また最近では、市場経済への移行 に伴い、英語 か らの借用

語 が増加 している(塩 谷 ・プ レブ ジャブ2001)。

表記の面では、末尾の強勢 のない母音が消去 され るこ とがあ る(例:16rHKa>IorHK

《論理学》)な どの例外 はあるが、 ロシア語 と同 じよ うに綴 られ るものが多い。

一方の音声面では
、ロシア語 でアクセ ン トの ある母音 は、モ ンゴル語 において長

母音 で発音 され る。 また ロシア語 でuを 持つ 語 は、モ ンゴル語 で は/叫u]ま た は

/σ/[σ～o]のいずれか とな り、その発音は語 ごとに決 まってい る。

(12)ロ シ ア 語 ㎞rs>モ ン ゴ ル 語[㎞:rs]《 学 年 》

ロ シ ア 語mi舶t>モ ン ゴ ル 語[mino:t]《(時 間 の)分 》

また母音eに 関 して、モ ンゴル語 とロシア語 にお けるキ リル文字 と音 素の対応 は

以下の通 りである。(ロ シア語に関 しては佐藤1992を 参照 した。)

表2:文 字と音素の対応

モンゴル語 ロシア語

キ リル文字g転 写<e> /e/ /e/

キ リル文字e転 写〈je> 石e/,外 来 語 の/e/ 石e/,口蓋化 子音 の後 の/e/

ただ し、外来語 の/e/をキ リル文字g(転 写 はe)で 表す例 もあ る。(eksp誼 《輸 出》

な ど)

モ ンゴル語 において、キ リル文字eは 石e/のほか、外来語の/e/に も用 い られ る。外

来語の/e/と本来語 の/e/の間で音声 的な違い はないが、キ リル文字では異 な る文字 が

一45一



植田 尚樹

用いられているとい う事実を表すため、本稿では以下のように文字転写す る。

キリル文字3 /e/:<e>

キリノレ文字e＼ 錨 灘 森 跳
<e>

4.2イ ンフォーマ ン ト情報

イ ンフォーマン トは以下の7名 である。(年 齢は調査 時)

A

B

C

D

E

F

G

年齢

22

21

22※

19

20

21

20

閉

女

女

男

女

女

男

女

出身地(ウ ランバートルからの距離)

ウランバー トル

ウブルハンガイ(南 西約350km)

ウランバー トル

ウランバー トル

ウランバー トル

トゥブ(南 約100km)

ダルハ ン(北 約180km)

ロシア語

△

×

○

×

○

△

△

備考

電子メールによる調査

調査2の 時点では23歳

4.3調 査 内容

本節では、筆者 が行 った2つ の調査 について、その内容 と目的 を示す。

4.3.1調 査1

調査1は 綴 り字を用いた調査で、調査対象者 はイ ンフォーマ ン トA～Gで ある。

まず 中嶋(2009)よ り、でき る限 り多 くの母音配列 を含む こと、原語で のアクセ ン

ト位置 に偏 りがないこ とに留意 しなが ら、 ロシア語お よび英語か らの借用語 を選 ん

だ。語数 は148語(Aは133語)、 うち例外語幹 は97語(Aは96語)で ある12。そ

れ らの語(キ リル文字表記)を 見せ 、それぞれ の語 に奪格接尾辞一aas(4)を付与 した も

の13を、キ リル文字で書いて もらった。A以 外の6名 には発音 しても らい、アクセ

ン ト位置お よび発音 について も調査 した。 また、提示 され た語 を どの くらい よく知

ってい るか(語 の親密度)を 、3段 階で判 定 しても らった。(Aか らは回答な し。)

この調査 には、①外来語、特に例外語幹 に接尾辞が付 く場合、 どの交替形 が選 ば

れ るか を確 かめる、②外来語で も母音 の弱化が起 こるか否 かを、音声だけではな く

12 一覧 は付 録2を 参照
。

13外 来語 が集 めやすい名詞 に付 く接尾辞 であ るこ と
、母 音の弱化 が起 こらず母音 の音価 が確認 しや す

い長母音 を含む こ とか ら、奪格接尾 辞一aas(4)を用いた。
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正書法上からも確かめる、 とい う2つ の狙いがある。

この調査は文字を用いた調査であるため、文字の影響が出る可能性がある。実際、

予備調査 として、インフォーマン トCに 綴 り字を見せずに接尾辞を付与してもらう

と、綴 り字を見せた場合 と異なる結果が出た語があった。

(13)「 映画 か ら」は何 と言 うか尋ねた場合:[ビano:n鎚]14

<kim>と い う綴 りを見せ、接尾辞 を付 けて もらった場合:〈kimg塑 〉

したが って、文字 を用い ない調 査 も行 った。

4.3.2調 査2

調査2は 、綴 り字を全 く用いない調査である。調査対象者はインフォーマン トC

～Gで ある。被験者に以下の文 と日本語15の語を示 し、それぞれの語をモンゴル語

の適切な形(「～から」にあたる、奪格接尾辞を付与した形)に 直 した上で、以下の

文に入れ、文全体を2度 読むことを要求 した。筆者が意図した語が選ばれるよう、

モンゴル語での頭文字を提示 し、ターゲットとなる語がモンゴル語で思いつかない

場合にのみ、実験者が語を読み上げた。

`Ter=irserL'「 彼 は[:]並 来 た」

`Biexleed=uzserL'「 私1まは じめに[:]並 見た」

`Biexleed口sσrsan .'「私1まは じめに[:]並 学んだ」

`Biexleed口uσsan'「 私は1まじめに[:]塑 ら飲 んだ」

`Bi[:]exelserL'「 私 は[:]並 始 めた」

(ターゲ ッ トとなる名詞 によって、いずれ かの文 を用 いた。)

語は、他言語の母音調和で影響を及ぼしていると考えられている、語末からの距

離や母音の聞こえ度等を考慮 しつつ、普通名詞を25語(う ち調査1で も扱った語が

22語)、 地名を20語(う ち日本の地名がll語 、調査1で も扱った語が2語)選 ん

だ16。この調査の狙いは、綴 り字の影響を排除した状況で、語がどのよ うに発音 さ

れ、どの接尾辞が選ばれるかを確かめることにある。また、母音の弱化の音声的実

現についても確認を行った。

14
nは 「隠れ たn」 と呼ばれ るもの で、特定の語 が潜在 的に持 ち、属 格、与位格 、奪格の接尾辞 が付

い た時にだ け現れ る子音で ある。 以下の例で も同様 であ る。
15被 験者 は全員 日本語 を理解で きる

。
16使 用 した語は付録2を 参 照

。
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なお、調査1と 調査2の 両方 を行 ったイ ンフォーマ ン トはC～Gの5人 であるが、

Cは 調査1を 行 ってか ら約2ヵ 月後 に調査2を 行 ったので、相互の影響 はない と考

え られ る。また、調査1と 調査2を 同 日に行 ったD～Gで は、調査2→ 調査1の 順

とす るこ とで、調査2へ の綴 り字の影響 を排除 してい る。

5結 果:接 尾辞の母音調和

本節では、接尾辞の母音調和の引き金 となる母音について考察する。

5.1語 幹末母音 との調和

調査1に おいて、語 幹末母音 と、接尾辞 に予測 され る母音17が全員で一致 した例

を(14)に 、イ ン フォ ーマ ン トご との一 致数 を表3に 示 す。 なお 、iが 透 明

(transparent)な 母音 である とい う分析 は外来語 において も成 り立つ ので、以下で

は母音が全てiで ある場合 を除き、語幹末 の母音 としてiは カ ウン トせ ず、その前

の母音 を語幹末母音 とみなす。 また<u>に ついては、4.1(12)で 示 した よ うに[o]

と[u]の2種 類 の発音が語彙的に指 定 され てお り、その発音 が接尾辞の選択 に大 き

な影響 を与 えている。以下では、各 インフォーマ ン トの発音 を基準に σ とuに 分

類 してい る。 イ ンフォーマ ン トAに つい ては、発 音調査 を行 っていないため、考

察 の対象か ら外 した。 キ リル文字〈K)〉(転 写は〈jσ〉であ り、Oo]とOu]の2種 類

の発音があ る)も 同様で ある。

(14)gene週1《 将 軍 》 →general一 墨s

marafbn《 マ ラ ソ ン 》 →marafbn-oos

egip全t《 エ ジ プ ト》 →egipet一 壁s

minσt《(時 間 の)分 》 →minσt-aas

17接 尾辞 に予測 され る母 音は表1参 照
。
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表3:語 幹末母音 と接尾辞母音の一致数

語幹末母音 a o e () u i e

計
接尾辞母音 a o e a e e e

A一 致
全語幹 32/33 42/42 23/48 　 一 1/1 1/1 99/125

例外語幹 26/27 34/34 5/30 一 一 一 0/0 65/91

B一 致
全語幹 40/40 45/47 26/48 6/6 1/3 1/1 2/3 121/148

例外語幹 27/27 32/34 8/30 4/4 0/1 一 0/1 71/97

C一 致
全語幹 38/40 45/47 23/48 4/5 2/4 1/1 2/3 ll5/148

例外語幹 25/27 29/34 5/30 3/3 1/2 一 0/1 63/97

D一 致
全語幹 37/40 42/47 25/48 4/5 2/4 1/1 2/3 ll3/148

例外語幹 25/27 29/34 7/30 3/3 1/2 　 0/1 65/97

E一 致
全語幹 34/40 44/47 29/48 2/5 3/4 1/1 3/3 ll6/148

例外語幹 23/27 31/34 ll/30 2/3 2/2 一 1/1 70/97

F一 致
全語幹 38/40 44/47 20/48 5/5 1/4 1/1 2/3 lll/148

例外語幹 25/27 31/34 2/30 3/3 0/2 　 0/1 61/97

G一 致
全語幹 40/40 43/47 21/48 4/6 2/3 1/1 2/3 ll3/148

例外語幹 27/27 31/34 3/30 4/4 1/1 一 0/1 66/97

全語幹、例外語幹 ともに、語幹末母音がeで あっても接尾辞にeが 現れない語幹

が、各インフォーマン トで多数あった。

(15)kam全r《 部 屋 》 →kamer一 坦s(*kamer一 鎚s)

kof篁 《コ ー ヒ ー 》 →kofe-n-⊇ ⊇s(*kofe-n-⊆ 璽s)

よって、少なくともeに 関しては、語幹の最終母音が接尾辞の母音を決定している

とは言えない18。他の母音に関 しては、おおよそ語幹末母音 と接尾辞の母音が表1

の通 りに対応 している。

18
zootexnik《畜産学》 は7名 ともzootexnik-eesと 回答 したが、 これ はzooとtexnikと い う2つ の語 か

らなる複 合語だ と考 え ることが でき る。(イ ンフォーマ ン トBか らも、2語 か らなる とい う意識 があ

る との指 摘が あった。)22.2で 示 した よ うに、複合語 の母音調和 は後部要素 に よって決定 され る。

texnikに は母音がeとiし か含 まれて いないた め、接尾 辞の母音 にはeが 選 ばれ る。イ ンフォーマ ン

トAとDは 、kilometr《キ ロメー トル》 に対 してkilometr-eesと 回答 した が、これ も同様 の理 由に よる

と考 え られ る。
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5.2T母 音

5.2.lT母 音 の設定

5.1で 、eを 除けば、おお よそ語幹 末母音 と接尾辞の母音 が調和 してい ることが示

された。

そ こで、e,eはiと 同様 に母音調和 にかかわ らない母音で あ り、語幹がe,eの み か

らなる場合は女性母音 として振 る舞 うと仮定す る。母音調和 にかかわ らないi,e,e

を除いた 中で、語幹末 に最 も近い母音 をT母 音 と呼ぶ ことにす る。母音i,e,eの み

を含む語幹の場合 、T母 音は初頭 の母音 とな る。

(2)に 示 した よ うに、ウランバー トル のハルハ方言 では、iとeが 合流 している と

い う報告が ある。この ことか らe,eが 、少 な くとも母 音調和 に関 して、iと 同様 に中

性母音で あるとみなす こ とには裏づけがある。

(16)(=2再 掲)thesho丘vowelswri廿enwiththeC》 ㎡llicle廿ersH<i>andg<》havemerged

toavowelwiththequality[i]inUlaanbaatarHarh.

(Svantessonetal.2005:6)

しか し、 「iとe,eが 、 ともに母音調和 に関 して中性母音 である」 とい う事実 と、

「iとeが 合流 した」とい う解 釈は、必ず しも一致 しない。Svantessonetal.(2005)の

述べ るよ うに、iとeが 完全 に合流 した(つ ま り、本稿でい うe,eは 、音 素的に/i/で

ある)と 考 えた方 が、一貫性があ るよ うに見 えるか もしれ ないが、 この解釈 は2つ

の点で受 け入れ難 い。

第一 に、音声的な差異であ る。(3)に 示 したよ うに、iとe,eの 音声は(少 な くと

も外来語 においては)異 なる。 音声的な実現が異な る状況 で、完全に 「合流 した」

と言い切 るのは無理 がある。

第二 に、アクセ ン トを持 つ母音 の振 る舞いが説 明できない点で ある。Svantessonet

al.(2005)は 、第2音 節以降の母 音体 系を 「(音素的ではない)挿 入母音 と音 素的母

音 との対立」で あるとし、原語 でアクセ ン トを持つ第2音 節以降の母音 は、「音素 的

母音」であ ると解釈す る。そ して、第2音 節 以降の音素的母音には、iとeの 対 立を

認 めてい る。以上 をま とめる と、「原語でア クセ ン トのある母音は、第2音 節 以降に

お いてiとeの 対立がある(=iとeは 合流 していない)」 とい うことになる。

この解釈 によれ ば、第2音 節 以降に現れ る、原語 でア クセ ン トを持つ母音e,eは 、

/yで はな くあ くまで も/e/である、 とい うこ とにな る。 しか し、 この母音 は接尾辞 の

母音調和 を(基 本 的には)引 き起 こさない。
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(17)an峻nn《 ア ン テ ナ 》 →ante皿 一墨s(*ante皿 一壁s)

konts釦 《協 奏 曲 》 →kontsert(-n)一 堕s(*kontse丘(-n)一 璽s)19

よって、iとeが 合流 してい ない環境 においても、e,eは 母音調和 に関わ らない と解

釈せ ざるを得ない。

iとeの 関係 に関 しては、「eは、母音調和 に関 してはiの 性質 に近づいてお り、そ

の動機 はiとeの 音声 が特定の環境 において近い ことに よる」 と考 え られ る。

5.2.2T母 音 との一致率(調 査1)

T母 音 と接尾辞 に予測 され る母音 との一致例、お よびその語数 は以下の通 りであ

る。

(18)旦rxiw《 公 文 書 》 →arxiw一 墨s

kamer《 部 屋 》 →kame卜aas

amerik《 ア メ リ カ 》 →amerik-aas

benzin《 ガ ソ リ ン 》 →benzin-ees

intemet《 イ ン タ ー ネ ッ ト》 →intemet-ees

elit《 エ リ ー ト》 →elit-eeS

19←
n)は 、人 に よって隠れ たn(脚 注14参 照)が 現れ る ことを示 してい る。
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表4:T母 音 と接尾辞母音との一致数(調 査1)

T母音 a o e () u i e

計
接尾辞母音 a o e a e e e

A一 致
全語幹 49/51 48/52 10/10 一 一 6/6 4/4 ll7/123

例外語幹 43/45 40/44 一 一 一 一 一 83/89

B一 致
全語幹 56/58 52/58 10/10 5/5 4/7 6/6 4/4 137/148

例外語幹 43/45 39/45 一 4/4 2/3 一 一 88/97

C一 致
全語幹 55/58 50/58 10/10 4/5 5/7 6/6 4/4 134/148

例外語幹 42/45 37/45 一 3/3 3/4 一 一 85/97

D一 致
全語幹 53/58 51/58 10/10 4/5 5/7 6/6 4/4 133/148

例外語幹 41/45 37/45 　 3/3 3/4 　 一 84/97

E一 致
全語幹 46/58 50/58 10/10 2/5 5/7 6/6 4/4 123/148

例外語幹 35/45 37/45 一 2/3 3/4 一 一 77/97

F一 致
全語幹 56/58 54/58 10/10 5/5 3/7 6/6 4/4 138/148

例外語幹 43/45 41/45 　 3/3 1/4 　 一 88/97

G一 致
全語幹 58/58 52/58 10/10 5/6 4/6 6/6 4/4 139/148

例外語幹 45/45 40/45 一 4/4 2/3 一 一 91/97

表3と 比較す ると、一致率が上が っている。 したが って、 「T母 音が接尾辞 の母

音調和 を引 き起 こしてい る」 と一般化す るこ とには利 点がある。

ただ し、aやoがT母 音 である場合 には、表3に 示 した語幹末母音 との一致率 よ

りも下が っている。また、イ ンフォーマ ン トEで は、他に比べ て一致率が低 い。 こ

のよ うに原則 に従 ってい ない もの を、調査2の 結果 を踏 まえて検証す る。

5.2.3T母 音 との一致率(調 査2)

調査2に お けるT母 音 との一致例、お よび その数は以下の通 りである。

(19)旦merik《 ア メ リ カ 》 →amerik一 坦s

statisdk《 統 計 》 →statistik-aas

k⊇1陰 《コ ー ヒ ー 》 →kofe-g-⊇ ⊇s～kofe-n-⊆1⊇s
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表5:T母 音 と接尾辞母音の一致数(調 査2)

T母 音 a o e σ u i e

計
接尾辞母音 a o e a e e e

C一 致 13/15 7/16 2/2 3/3 2/9 0/0 0/0 27/45

D一 致 10/15 9/16 2/2 3/3 5/9 0/0 0/0 29/45

E一 致 4/15 7/16 2/2 3/3 5/9 0/0 0/0 21/45

F一 致 ll/15 12/16 2/2 3/3 5/9 0/0 0/0 33/45

G一 致 10/158/16 2/2 3/3 6/9 0/0 0/029/45

しか し、調査1の 表4と 比較すると、T母 音と接尾辞に予測 される母音 との一致

率が、明 らかに下がっていることが見て取れる。接尾辞の母音の予測と一致 してい

ない例を以下に挙げる。

(20)doll旦r《 ドル 》 →C,D,E,G:dollar-⊇ ⊇s(F:dollar一 墨s)

㎏be《 神 戸 》 →C,F:kobe-g一 墨s;D,E,G:kobe-g一 壁s(*kobe-g一 辺s)

kosO旦m《 ス ー ツ 》 →C,D,E,F:kos加m一 墨s;G:kos巾m-n一 墨s(*kos加m一 堕s)

また、1人 のイ ンフォーマ ン トの 中で も、綴 り字に した場合 と発音 した場合 とで接

尾辞が異な る例 が散見 された。(全13語 、各イ ンフォーマン トで5～7語 。)

(21)D:xokkei《 ホ ッ ケ ー 》 → 調 査1:xokkei-g-oos;調 査2:xokkei-g-ees

G:mototsikl《 オ ー トバ イ 》 → 調 査1:mototsikl-n-oos;調 査2:mototsikl-aas

このことから、綴 り字ではT母 音が接尾辞の母音調和を引き起こしていると一般

化できた としても、発音を重視 した場合にはそのように簡単には一般化できず、他

の要因を考える必要があることがわかる。5.3で は、T母 音で説明できないものに関

して、アクセン ト位置、語の定着度、語末からの距離、デフォル トの母音、母音の

聞こえ度、発音の変化、文字の影響 という観点か ら検証する。

5.3T母 音 で説 明できない もの

5.3.1ア クセ ン ト母音 との調 和

本節では、アクセ ン トを持つ母音 と、接尾辞の母音調和 との関係 を考察す る。 ま

ず5.3.1.1に おいて、原語のア クセ ン ト位置 とモ ンゴル語 でのアクセ ン ト位置 がほぼ

一致 してい ることを示 した うえで
、5.3.1.2に おいて、原語 でアクセ ン トを持つ母音
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が母音調和を引き起こすか否かを検証する。

5.3.1.1ア クセ ン トの一致率

モ ンゴル語 のアクセ ン トは、諸説 あるものの、一般 的には以下の よ うな固定アク

セ ン トを持つ と言 われてい る。

(22)長 母音 、二重母音があ る場合 はそれ らの うち最初 のものに、ない場合 は初頭 の

母音 に、強 さアクセ ン トがあ る。(小 沢1994:33-34)

4.1で 述べた よ うに、ロシア語でア クセ ン トを持つ母音は、モ ンゴル語 では長母音

として発音 される。以上 を勘案 す ると、 ロシア語のアクセ ン トはモ ンゴル語 で も保

持 され るはずである。実際に、今 回用いた語彙 のアクセ ン トの一致率を表6に 示す。

ロシア語のアクセ ン ト位置は、木村 ほか(1995)を 参照 した。

表6:原 語アクセ ン トとモ ンゴル語 アクセ ン トの一致数

原 語アクセ ン ト

イ ンフォーマ ン ト
第1音 節 第2音 節 第3音 節 第4音 節 計

B 39/41 65/72 26/31 4/4 134/148

C 37/41 68/72 27/31 4/4 136/148

D 38/41 66/72 25/31 4/4 133/148

E 41/41 70/72 27/31 4/4 142/148

F 36/41 67/72 24/31 4/4 131/148

G 41/41 67/72 27/31 4/4 139/148

各イ ンフォーマン トで 、885～95.9%と い う高い割合 で原語 のア クセ ン ト位置 とモ

ンゴル語のアクセ ン ト位置が一致 している。また、148語 の うちll8語(79.7%)で 、

6人 全員が原語 のアクセ ン トを保持 してい た。 この ことか ら、概ね原語 のアクセ ン

トは保持 している と言 える。

5.3.1.2原 語ア クセン ト母音 との調和

調査1に おいて、T母 音ではな くアクセ ン トを持つ母音 が接尾辞の母 音を決定 し

てい る例 を示す。(23)は 、語末 に近い位 置にあ り、なおかっアクセ ン トを持っe,i

が、接尾辞の母音調和 を引き起 こしている例で ある。
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(23)o且ts金r《 将 校 》 →B,D,E:o趾ser一 璽s(A,C,EG:o且tser一 辺s)

strat登gi《 戦 略 》 →A,C:strateg一 璽s;B,E:strategi一 璽s(D,EG:strategi一 旦s)20

telewizor《 テ レ ビ 》→C,D,G:telewizor一 壁s(A,E,F:telewizor-⊇ ⊇s;B:telewizr-⊇ ⊇s)21

kokt登i'《 カ ク テ ル 》 →B:kokteili-n一 鎚s;E:kokteili一 皇s22

(A,F:kokteil-⊇ ⊇s;C:kokteili-⊇s;D,G:kokteiP-n-⊇ ⊇s)

ewkal重pt《 ユ ー カ リ》 →D:ewkalipt一 鎚s

(A,B,C,EG:ewkalipt一 墨s;E:ewkalipt一 堕s)23

akad登mi《 学 士 院 》 →E:akademi一 皇s(他6名:akademi一 旦s～akadem一 墨s)

飢 登ri《 協 同 組 合 》 →E:a丘eri一 皇s(他6名:arteri一 旦s)

ba㎞ 釦 《バ ク テ リ ア 》 →E:ba㎞eri一 皇s(他6名:ba㎞ed一 旦s～ba㎞e卜 墨s)

kaf登 《カ フ ェ 》 →E:ka俗9一 璽s(他6名:kafe(-n)一 墨s)

manek釦 《マ ネ キ ン 》 →E:maneken一 壁s(他6名:maneken(-n)一 墨s)

witamエn《 ビ タ ミ ン 》 →E:witamin一 堕s(他6名:witamin一 墨s)

これ らの例では、T母 音では説 明がつかず、「ア クセン トを持つ母音が接尾辞 の母

音調和 を引 き起 こしてい る」 と考 え られ る。特 にイ ンフォーマン トEで は、語末 に

近い位置 にアクセ ン トを持つ母音e,iが ある場合 、T母 音 ではな く、アクセ ン トを

持っ母音が接尾辞 の調和 を引 き起 こしてい る と考 えられ る例 が多 くあ る。

同様の傾 向は調査2に おいて も観 察 され る。表7は 、調査2に おいて、語末 に近

い位置 にア クセン トを持つ母音e,iが ある例であ る。

表7:ア クセ ン ト母音 と接尾辞

単語 T母 音 予測接尾辞 E D C,F,G

argentin《 アル ゼ ン チ ン》 a aas ees aas aas

bax遁in《 バ ー レー ン 》 a aas ees aas aas

brazili《 ブ ラ ジル 》 a aas ees aas aas

manek6n《 マ ネ キ ン 》一 a aas ees aas aas

kokt6i'《 カ ク テ ル 》
一

o 00S ees ees 00S/aas

mototsikl《 オ ー トバ イ 》 o 00S ees :X)S aas

xokk垂i《 ホ ッ ケ ー 》 o 00S ees ees :):)S

20正 書法上3母 音連続 は許 されないた め
、接 尾辞 の母音 が短母音表記 にな る。

21母 音字oの 消去 に関 しては 、6.1を 参照。

22iは 正書法 に よる。

230が 現れ る理 由は不 明で ある
。
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表7か ら、Eは 他のインフォーマン トに比べ、アクセン トを持つ母音 と接尾辞の

母音が調和 している例が多いことがわかる。

しか し、 「アクセン トを持つ母音が接尾辞の母音調和を引き起こすことがある」

のは確かであるが、「アクセン トを持つ母音が必ず接尾辞の母音調和を引き起 こす」

わけではない。その根拠を以下に示す。

まず、調査1に おいて、アクセン トを持つ母音が引き金 となる例よりも、T母 音

が接尾辞の母音調和の引き金となる例の方が、圧倒的に多い。(24)に 、アクセン ト

母音 と接尾辞の母音が一致 していない例を示 し、表8に 調査1に おける原語アクセ

ン ト母音 と接尾辞母音の一致数 を示す。

(24)an峻nn《 ア ン テ ナ 》 →ante皿 一墨s(*ante皿 一壁s)

ma忌in《 自 動 車 》 →ma忌in一 墨S(*maきin一 壁S)

表8:原 語アクセン ト母音 と接尾辞母音の一致数

原語アクセン ト母音 a o e () u i e

計
接尾辞母音 a o e a e e e

A一 致
全語幹 23/29 24/30 15/36 一 一 10/29 0/1 72/125

例外語幹 23/29 21/25 4/25 一 一 1/ll 0/1 49/91

B一 致
全語幹 31/36 29/36 17/36 4/5 3/5 9/29 0/1 93/148

例外語幹 24/29 21/26 6/25 3/4 1/1 0/ll 0/1 55/97

C一 致
全語幹 32/36 30/36 14/36 3/4 4/6 10/29 0/1 93/148

例外語幹 25/29 21/26 3/25 2/3 2/2 1/ll 0/1 54/97

D一 致
全語幹 31/36 30/36 16/36 3/4 4/6 ll/29 0/1 95/148

例外語幹 24/29 21/26 5/25 2/3 2/2 2/ll 0/1 56/97

E一 致
全語幹 32/36 31/36 22/36 1/1 4/9 12/29 0/1 102/148

例外語幹 25/29 21/26 ll/25 1/1 1/4 3/ll 0/1 62/97

F一 致
全語幹 32/36 30/36 13/36 2/3 2/7 9/29 0/1 88/148

例外語幹 25/29 22/26 2/25 1/2 0/3 0/ll 0/1 50/97

G一 致
全語幹 31/36 29/36 13/36 3/4 3/6 10/29 0/1 89/148

例外語幹 24/29 20/26 2/25 2/3 1/2 1/ll 0/1 50/97

T母 音 との一致数 を示 した表4と 比較す る と、表8で は一致率が低い ことが見て取

れ る。 また(23)か らわか るよ うに、アクセ ン ト母音 と接尾辞 の母音 を調和 させ る

のは、一部の話者 に限 られ る。 一方(24)で は、全話者がT母 音 と接尾辞 の母音 を
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調和 させている。 したがって、基本的にはT母 音が接尾辞の母音調和を引き起 こし

ていることがわかる。

調査2に おいても、アクセン トを持つ母音e,iが 全ての語において調和を引き起

こしているわけではない。接尾辞の母音にeが 選ばれない例がある。

(25)am全rik《 ア メ リ カ 》 →amerik一 墨s(*amerik一 鎚s)

kapitallzm《 資 本 主 義 》 →kapitalizm一 墨s(*kapitalizm一 里s)

以上 よ り、 「語末 に近 いアクセ ン ト母音 は、話者 に よっては接 尾辞 の調 和の引 き

金 になる場合 がある」 と一般化 で きる。

なお(26)の よ うに、語頭 に近 いアクセン ト母音 が調和 を引き起 こ してい る例 も

ある。

(26)mlna《 地 雷 》 →E:min一 鎚s(A,B,C,D:mina-g一 堕s;F:min一 堕s;G:mina-n一 墨s)

垂tom《 原 子 》 →C,D,E,F,G:atom一 墨s(A,B:atom一 堕s)

d金llar《 ドル 》 →A,C,D,E,F:dollar-⊇ ⊇s(B,G:dollar一 墨s)

p亘sport《 パ ス ポ ー ト》 →C,E:pasport(-n)一 墨s(A,B,D,EG:pasport(-n)一 鐘s)

これ らの語では、語 の定着度お よび母音 の弱化 と密接 な関係 がある。語 の定着度 に

関 して は5.3.2、 母音 の弱化 に関 しては6.2で 再考す る。

53.2語 の定着度

接尾辞の決定には、語の定着度やそれに伴 う発音の違いが大きな影響を及ぼして

いる。例えば、モンゴル語に定着していない 日本の地名を表す語では、各インフォ

ーマン トとも
、語末の母音に接尾辞の母音を調和させ るケースが 目立った。

(27)iwat金 《岩 手 》 →D,E,EG:iwate-g一 鎚s(C:iwate-g一 墨s)

呵agi《 宮 城 》 →D,E,EG:呵agi-9一 璽s(C:呵agi-9一 墨s)

nami皇 《浪 江 》 →D,E,EG:namie-g一 壁s(C:namie-g一 墨s)

koo随 《神 戸 》 →D,E,G:koobe-g一 壁s(C,F:koobe-g一 墨s)

tot蓉igi《 栃 木 》 →D,E,G:tot蓉igi-9一 鎚s(C:tot忌igi-9一 墨s;F:tot忌igi-9一 堕s)

mats峻 《松 江 》 →D,E,EG:matsUe-9一 鎚s(C:matsae-9一 墨s)

jamagutき1《 山 口 》 →D,E,EG:jamagUtきi-9一 璽s(C:jamagUt忌i-9一 墨s)

これ は、調査1に おいて、全員 に とって定着度 の低 いb6bslei《 ボブス レー》 とい
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う語で、T母 音でない語末の母音eiに 接尾辞を調和させた話者が多い、とい う現象

と並行的である。

(28)b6bslq《 ボ ブ ス レ ー 》 →A,B,c,E,G:bobslei-g一 壁s(D,F:bobslei-g一 堕s)

語末のアクセン トのない母音は、語やインフォーマン トによって扱いが異なる。

4.1で 述べたように、ロシア語の強勢のない語末母音は基本的に消去 されるが、表記

上母音が残されている語も散見される。そのような語では、おそ らく語の定着度に

よって、語末の母音が発音上消去されるか否かが決定される。モンゴル語の本来語

には基本的に、短母音で終わる語はない。定着度の高い語は、本来語と同じような

発音、つま り語末の短母音が消去された形で発音され ると考えられる。そして、語

末の短母音が消去 された場合には、その痕跡が接尾辞に反映されるか否かによって

結果が異なる。

(29)bi㎜ 旦 《ビ ル マ 》 →C:bi㎜ 一墨s;D:bi㎜a-g一 墨s;E,EG:bi㎜ 一壁s

jOb㎏ 《ス カ ー ト》 →C:jubka-n{塑s～jubk-n一 壁s;D:jubk-n一 壁s;E:jubk一 璽s;

F:jubka-n一 墨s;G:jubk-n一 墨s

piw⊇ 《ビ ー ル 》 →C,D,E:piw-n一 璽s;EG:piw-n-⊇ ⊇s

アクセン トを持つiが 接尾辞の調和を引き起 しているように見える例 として(26)

に挙げたmina《 地雷》の例 も、語末の短母音aが 消去 されたために、接尾辞の母音

にeが 選ばれていると考えられる。

(30)mina《 地 雷 》 →E:min一 堕s(親 密 度 は1=「 そ の 語 を よ く知 っ て い る 」)

EG:mina(-n)一 墨s(親 密 度 は1)

A,B,C,D:mina-g一 墨s(親 密 度 は2-「 知 っ て い る が 、 あ ま り使

わ な い 」)

一方
、定着度が高いと思われる語は、アクセン トのない母音が弱化した上で、そ

れより前の母音が接尾辞の母音を決定している。 これは、外来語における母音の弱

化 と考えることができる(6.2参 照)。
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(31)亘tom《 原 子 》 →C,D,E,EG:atom一 墨s(発 音 上 、oは 弱 化 す る)

遊llar《 ドル 》 →C,D,E:dolla卜 堕s(発 音 上 、aは 弱 化 す る)

p亘sport《 パ ス ポ ー ト》 →C,E:pasport一 墨s(発 音 上 、oは 弱 化 す る)

telewizor《 テ レ ビ》 →C,D,EG:telewizor一 鎚s

(発 音 上 、oは 弱 化 ま た は 消 失 す る)

以上の結果から、語の定着度が接尾辞の選択に影響を与えていることがわかる。

表9:母 音調和と語の定着度との関係

定着度 母音調和を引き起こす母音 条件

低 語末の母音 一

中
T母 音 一

ア ク セ ン トを 持 っi,e,e 語末に近い場合

高 アクセン トを持っ母音 後続母音の弱化

5.3.3語 末からの距離

インフォーマン トEで 、語末から数えて2音 節 目までが透明な母音(e,i)で ある

場合、その前に位置する母音が男性母音であった としても、接尾辞の母音としてe

が選ばれる例が見られた。これは、語末からの距離が接尾辞の選択に影響 している

ことを意味する。

(32)噸fk鋼ng《 マ ー ケ テ ィ ン グ 》 →E:marketing一 堕s(他4名:marketing一 墨s)

また、表7に 挙げたargentin《 アルゼ ンチ ン》、brazili《ブラジル》、manek釦 《マネ

キン》 も、T母 音が語末か ら2音 節以上離れてい るため、接尾辞の母音 としてeが

選 ばれ る と考える こともで きる。

しか し、 これ も全 ての場合 に適用 できるわけではない。

(33)st鎮istlk《 統 計 》 →statistik一 墨s(*statistik一 鎚s)

語末か ら2音 節iが 続 くにもかかわらず、全員で接尾辞の母音にはaが 選ばれてい

る。
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53.4デ フォル トの母音

語末か らT母 音 までが長い語や、 日本語 な どあま り聞 き慣 れない語 の場合 に、接

尾辞 に最 も頻繁 に現れ る母音はaで ある。 この ことか ら、aが デ フォル トの母音 と

して機能 している と考 え られ る。特 にイ ンフォーマ ン トCで は、(27)か らわかるよ

うに 日本語の地名 に一aasが よく用い られ た。また、他 のインフォーマ ン ト、他 の語

でも同様の現象 が見 られた。

(34)muzei《 博 物 館 》 →C:muzei-g一 堕s～muzei-g一 璽s

ootsu《 大 津 》 →D:ootsu-9一 墨s

kokteiP《 カ ク テ ル 》 →EG:kokteiP-n一 墨s

mototsikl《 オ ー トバ イ 》 →G:mototsikl-aas

xokkaidoo《 北 海 道 》 →G:xokkaidoo-g一 墨s

5.3.5母 音 の聞こえ度

日本語の地名 に見 られ る母音uは 、母音調和 に関 して透 明である場合 がある。 こ

れ は、母音uの 聞 こえ度が低いためである と考 え られ る。 また、本来uは 円唇性 の

調和 をブ ロックす るはずで あるが、円唇性 の調和 を引き起 こ してい る例 がある24。

(35)takamatsu《 高 松 》 →D,F,G:takamatsu-9一 墨s(C,E:takamatsu-9一 堕s)

ootsu《 大 津 》 →C,E:ootsu-9一 辺s(D:ootsu-9一 墨s;EG:ootsu-9一 璽s)

53.6発 音 の変化

kino《映画》とい う語 は、全員 に とって親密 度が1、 つま りモ ンゴル語 に定着 した

外来語 と言 えるが、人 によって発音が異な る。 一部 の話者 では[ぬno:](klanσ σ)と

い う発音 にな る。

モ ンゴル語 には歴史的 に、第1音 節のiが 後続母音 の影響でaま たはjaと なる、

「iの折れ」 と呼ばれ る現象 があったが、一部の話者 は、 これ と同様 の音変化 を外

来語 にも適用 している。 また、 円唇性 の母音調和に従 って、第2音 節の母音がuσ

に変化 してい る。 この語では発 音が変 わってい るか否 かによって、接尾 辞に違 いが

ある。

(36)<kino>《 映 画 》 →C:幻anuσ 一n一墨s;D:kim-g一 鐘s;E～G:kim-n一 鐘s

24た だ し日本語の耐 に関 して は
、モ ンゴル語 で/u/と して導入 され る場合 もあ り、個 人間で音素 の認識

が異 なってい る可能性 もあ る。 この問題 に関 しては、今後 の課題 と したい。
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同 様 に 、sotsialist《社 会 主 義 者 》、sotsiolizm《社 会 主 義 》とい う語 も 、そ れ ぞ れsotsiolist、

sotsializmと 発 音 す る話 者 が お り、 そ の 発 音 の 変 化 に 従 っ て 、接 尾 辞 の 母 音 が 決 定 さ

れ て い る 。

(37)sotsialist《 社 会 主 義 者 》 →F:sotsi⊇list一 辺s(他6名:sots垣list一 墨s)

sotsiolizm《 社 会 主 義 》 →G:sotsi旦lizm一 墨s(他6名:sotsi⊇lizm一 鐘s)

5.3.7文 字 の影響

キ リル文字<10>(<ju>=個,小 の が含 まれ る語 は、大 きく揺れ があった。

(38)kom凶 旦ter《 コ ン ピ ュ ー タ 》 → 調 査1:kom凶uter一 辺s～komゴjuter一 璽s

調 査2:kom凶uter一 辺s～kom両uter一 墨s

kos血m《 ス ー ツ 》 → 調 査1:kosOum一 墨s～kos加m一 堕s

調 査2:kos巾m一 堕s

<ju>を 持つ語 は綴 り字で も発音 でも、調和 を引 き起 こさず無視 され ることがあ り、

そ の前の母音が調和 の引き金 とな るか、デ フォル トの母音 を要求す る傾 向にあるこ

とがわか る。綴 り字では<10>が 純粋な母音文 字ではない こと、発音で は/U/の聞 こ

え度が低い ことが影響 してい ると考え られ る。

また、キ リル文字<y>(〈u>)は 外来語 において/u/と/u/の 両方 を表 し、通常 は

発音 に基づいて接尾辞が決定 され るが、文字の影 響が見 られ るケースがあった。
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イ ンフォーマ ン トDの 《ウイル ス》の例では、綴 り字を用 いた調査1と 発音 のみ の

調査2と で結果 が異 なった。また、イ ンフォーマ ン トFは 綴 り字 に忠実に接尾辞 の

付与 を行い、文字<u>がT母 音 となる語 には必ず接尾辞一aasを選んだ。 このこ と

か ら、2通 りの発音があ る文字 〈σ〉では、綴 り字の影響が見 られ るこ とがわか る。

5.4接 尾辞の母音調和を引き起こす要因:ま とめ

以上5節 では、接尾辞の母音調和に影響を与える要因について検証した。その結

果、モンゴル語の接尾辞の母音調和は、T母 音が引き起こすことを基本 としながら

も、他にも以下のような要因が関わっていることが明らかとなった。
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原語アクセン ト/語 の定着度/語 末からの距離/デ フォル トの母音/母 音の聞こえ

度/発 音の変化/文 字の影響

これ らの要因はT母 音も含め、どれも決定的ではない。これ らの要因は、ある一

定の条件を満たせばどれもが働 く可能性を持ってお り、いずれの要因が作用するか

予測できない点で、「本質的なランキングのない規則」と言える。また、インフォー

マン トEで はアクセン トを持つ母音が接尾辞の調和を引き起こす例が多いのに対 し、

インフォーマン トCで はデフォル トの母音が多く現れるなど、個人間で重要視する

規則が異なることもわかる。

6母 音の弱化の実態

本節では、母音の弱化について考察する。6.1で は表記に見える母音の弱化、6.2

では母音の弱化 と母音調和 との関連性について述べる。

6.1表 記 に見 える母音の弱化

綴 り字の面か らは、イ ンフォーマ ン トBで9語 、Dで8語 、Eで3語 、Gで2語

において、母音の弱化 に起因す ると見 られ る綴 り字の変化 が観察 された。

(40)akkσmσUator《 蓄 電 池 》 →B:〈akkumσUatroos>

arxitektor《 建 築 家 》 →B:<arxitektroos>

buiwol《 水 牛 》 →B:<buiwloos>

gektar《 ヘ ク タ ー ル 》 →B:<gektraas>

telewizor《 テ レ ビ 》 →B:<telewizroos>

lektor《 講 師 》 →D:<lektroos>

rektor《 学 長 》 →D:<rektroos>

俗odal《 封 建 貴 族 》 →B,D:<働dlaas>

puuder《 お し ろ い 》 →B:<puudmees>D:<puudrees>

redaktor《 編 集 者 》 →B:<redaktraas>D:<redaktroos>

soosog《 お し ゃ ぶ り 》 →E:<soosgoos>

saaxar《 砂 糖 》 →D,E:<saaxraas>

moorog《 霊 安 室 》 →B,D,G:<moorgoos>

zamaasag《 塗 布 》 →D,E,G:<zamaasgaas>

これ らの例では、アクセン トのない母音が消去されていることか ら、母音の弱化が
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起こっていることが綴 り字か ら見て取れる。この母音の消去の仕方は(41)に 示す

正書法に合致し、(42)に 示す ように、本来語では頻繁かつ規則的に起こるものであ

る。

(41)m,n,g,1,b,罵rの7子 音字は、前後 いずれか明瞭に聞かれ る所に、必ず母音 を

伴 って書かれ る。(ま た)前 か、後 の どち らかに母音を伴 って書かれれ ばよい

ので あって、その前 と後 の両方に母音を持つ必要はない。(小 沢1994:27-28)

(42)<uxer>《 牛 》 →<uxrees>

puuder《 お しろい》、soosog《お しゃぶ り》、saaxar《砂糖》、moorog《霊安室》、zamaasag

《塗布》の5つ は、音素 の配列がモンゴル語 に適応 しているため、外来語 だ とい う

意識が ない可能性 もある。 しか し、それ以外の9語 は、外来語 に しか用い られ ない

子音の存在や母音 の配列か ら、その語 を知 らな くて も外来語 だ と認識 でき る。つ ま

り、少 な くともイ ンフォーマ ン トB,Dは 、外来語 だ と認識 しなが ら母音 の弱化 を起

こしてい ると言える。

6.2母 音調和 との関連性

複数のイ ンフォーマ ン トのい くつかのデー タか ら、母音調和 と母音の弱化 との関

連性が示唆 される。

まず、5.3.2で 述べた よ うに、定着度が高い と思われ る語は、ア クセ ン トのない母

音 が弱化 した上で、アクセ ン トを持 つ母音 が接尾辞の調和 を引き起 こす傾 向にある。

(43)(-31再 掲)垂tom《 原 子 》 →C,D,E,F,G:atom一 墨s(発 音 上 、oは 弱 化 す る)

d金llar《 ドル 》 →C,D,E:dollar一 鐘s(発 音 上 、aは 弱 化 す る)

p垂sport《 パ ス ポ ー ト》 →C,E:paspo丘 一墨s(発 音 上 、oは 弱 化 す る)

telew重zor《 テ レ ビ》 →C,D,EG:telewizor・ 鎚s

(発 音 上 、oは 弱 化 ま た は 消 失 す る)

同様の結果が、調査1に おいても観察 された。また、表記 と発音が異なる結果を

示す語もしばしば見 られた。
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(44)akkσmσU亘tor《 蓄 電 池 》 →F:akkσmσUator一 墨s

(A,C,D,E,G:akkumuUator-⊇qs;B:akkσmσUatr一 Ωqs)

※B:akkσmσUatr一 墨sも 可 と 回 答

鋤m《 原 子 》 →C,D,E,EG:atom一 堕s(A,B:atom一 堕s)

※ た だ しE,EG:発 音 はatom-oosに 近 い

d金llar《 ドル 》 →A,C,D,E,F:dollar-⊇ ⊇s(B,G:dollar一 墨s)

※D:aas～ 。。sで 迷 い あ りF:発 音 は 一aasで あ る と 明 言

唖dal25《 封 建 貴 族 》 →C:鎗odal一 鐘s(A,E,EG:驚odal一 墨s;B,D:驚odl一 墨s)

※E,EG:驚odl-aasと 発 音

亀kus《 焦 点 》 →C,D,E:fbkσs一 鐘s(A,B,EG:fbkus(-n)一 墨s)

※B:釦ks-n-aas;C,D,E:魚ks-oos;F:ゐks-aas;G:魚ks-oosと 発 音

㎏nsul《 領 事 》 →E,G:konsul一 堕s(A,B,C,D,F:konsd一 墨s)

※G:konsl-oosと 発 音

p亘sport《 パ ス ポ ー ト》 →C,E:pasport(-n)一 旦旦s(A,B,D,EG:pasport(-n)一 鐘s)

red垂ktor《 編 集 者 》 →B:redaktr一 墨s;C:redaktor一 墨s

(A,E,EG:redaktorっ ⊇s;D:redaktr-⊇ ⊇s)

telewlzor《 テ レ ビ 》 →C,D,G:telewizor一 鎚s(A,E,F:telewizor-⊇ ⊇s;B:telewizr-⊇ ⊇s)

※D,G:telewiz卜eesと 発 音F:telewizr-oosと 発 音

E:普 通 口 語 で はtelewiz卜eesで あ る と 明 言

t金xr直kum《 職 業 技 術 学 校 》 →E:texnikum一 壁s(A,D,F,G:texnikum一 墨s)

以上の10語 の うち4語(akkumuUator《 蓄電池》、鎗odal《封建貴族》)、redaktor《編

集者》、telewizor《 テ レビ》 は、イ ンフォーマ ン トBま たはDで 表記上母音 が消去

され る語で ある。 このこ とか ら、母音 の弱化が起 こった結果 、母音調 和の引き金 と

なる母音が前方 にある母音 とな る、つま り母音調 和 と母音 の弱化 との間に関連性 が

あるこ とがわかる。

また(45)は 、前方 にある母音 と調和 しているわけではないが、イ ンフォーマ ン

トDに おいて、表記上母音が消去 され る語 、つま り母 音の弱化が起 こ り得 る語 であ

るこ とは注 目に値す る。

(45)16㎞or《 講 師 》 →B:lekto卜 墨s(A,C,E,F,G:lekto卜 鐘s;D:le㎞r一 鐘s)

25原 語(ロ シア語)で は最 終音節 にアクセ ン トが あるが
、7名 全員 が 溢。dalと発 音 した ので、 この語

に関 してはア クセ ン ト位 置がモ ンゴル語で変 更 されてい る とみなす。
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モンゴル語の母音調和 と母音の弱化一外来語を用いた分析一

インフォーマントBで は、T母 音のoが 弱化 したことで、デフォル トの母音が選ば

れていると考えられる。この例からも、母音調和と母音の弱化 との関連性が示唆 さ

れる。

6節 では、外来語においても母音の弱化が起こり得 ること、 さらに母音の弱化 と

母音調和に関連性があることを示した。ただ し、このような母音の弱化は、主に[閉

鎖音 ・摩擦音]と[流音 ・鼻音]の間とい う限 られた音素配列においてのみ起 こってお

り、いつでも母音の弱化が起こるわけではない。また、上記の環境で必ず母音の弱

化が起こるとい うものでもない。 よって、外来語における母音の弱化は必ず しも体

系的な規則ではなく、語彙的なものである。

7ま とめ

調査1と 調査2の 結果を基に、接尾辞の母音調和について整理する。

まずは調査1の 結果か ら、原則 として 「i,e,eを除いて語末に最も近い母音(T母

音)が 接尾辞の調和を引き起こす」と一般化できる。

次に調査2の 結果から、上記の一般化 と競合する複数の規則が存在す ることがわ

かる。

(46)乱 定着度の高い語は、アクセン トのない母音が弱化した上で、語頭に近い位置

の母音が調和を引き起こす。

b.語 末に近いアクセン ト母音は、中性母音でも調和を引き起 こす。

c.語 末からT母 音までの距離が長い場合、中性母音でも調和を引き起 こす。

d.定 着度の低い語では、中性母音でも調和を引き起こす。

e.定 着度の低い語や語末からT母 音までの距離が長い語では、デフォル トの母

音aが 選ばれる。

f聞 こえ度の低い母音佃は無視 される。

これ らの規則 に本質 的なランキングはな く、語や話者 に よって選 ばれ る規則 が異 な

る。 同 じ環境 で も複数の規則があ ることによって、結果 に差 が生 じる。 また、語 の

定着度 によって、接尾辞の母音調 和に違い があることもわかる。

Nevins(2010)に よる と、(接 尾辞 の)母 音調和は理論 的に、素 性が未指定 の母音

(recipient)が素性 を受 け取 るために探索(search)し ていき、素性 を持つ要素(donor)

に行 き着いた ところで素性 を受 け取 り(copy)、 母音が決定 され る。searchの 方法や

donorは 言語 ごとに異 なってお り、言語 内で もバ リエー シ ョンがあ る。

モ ンゴル語では、接尾辞の母音 を決 定す るために、語 末か ら語頭 に向かってsearch
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す る。ア クセ ン トを持つeや 弱化 した母音な ど、donorの 候補 にはな るが決 定的で

はない母音 に到達 した際、その候補 をdonorと して採 用す るかが判断 され る。採用

されれ ば素性 がcopyさ れ 、採用 され なけれ ばさ らに遡ってdonorの 候補 を探す、と

い うプ ロセスが考 え られ る。

dollar-Ws:aをdonorと す る か →yes:dollar-aas/no:dollar-oos　
maneken-Ws:eをdonorと す る か →yes:maneken-ees/no:maneken-aas一
以上を全て考慮に入れた時の分析結果は、付録2に 示す。

また(46a)は 、母音調和 と母音の弱化 との間に関連性があることを示 している。

体系的ではないものの、外来語でも語によっては母音の弱化が起こること、母音調

和 と母音の弱化には相互関係があることが示された。
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付録1

キリル文字転写

キ リル a 6 Br 八 e 6 凪 3 H h K - M H 0 0 n

転写 a b wg d je

jo

6

jo 」 Z i i k 1 m n o 0 P

キ リル P C Ty Y Φ X H q皿 田 b LI B 3 K) ∬

転写 r S tσ u f X ts tき ヨ
VV

sts ■ ii j
e jσ

ju

ja

付録2

単語:調 査語彙(ア クセ ン トは基本 的に原語でのア クセ ン ト位置 を示 し、インフォ

ーマ ン ト全員 でアクセ ン ト位置 が変 わってい るもののみ
、モ ンゴル 語でのア

クセ ン ト位置 を示 して いる。話者 に よってア クセ ン トが異な るものは、ア ク

セ ン トの変化 が接尾辞の決 定に影響 を及 ぼ している場合 にのみ示 した。 また、

日本語の ピッチアクセ ン トは示 してい ない。)

A～G(C～G):イ ンフォーマン ト

a,o,e:当 該語彙 に対す る接尾辞 の母音 として選 ばれ た母音

網掛 け:T母 音 と接尾辞 の母音 が調和 していない例

*1:ア クセ ン トのない母音が弱化 した上 で、語頭 に近い位置 の母音が調 和を引き起

こ してい る例。

*2:語 末 に近い、アクセ ン トを持つ中性母音が調 和 を引き起 こ してい る例。

*3:語 末か らT母 音 までの距離が長 いため、中性母音が調和 を引き起 こしている例。

*4:語 の定着度 が低 いた め、 中性母音 が調和 を引 き起 こしてい る例。

*5:語 の定着度 が低 い、語末か らT母 音までの距離 が長 い、文字 〈jσ〉が現れ るな

どの理 由で、デ フォル トの母音aが 選 ばれ てい る例。

*6:聞 こえ度の低 い母音/u/が無視 されている例。

*7:複 合語 とみな されてい る例。

*8:モ ンゴル語 内での発音の変化な ど、発音 を考慮に入れれ ば説明で きる例。

*9:綴 り字の影響 が見 られ る例。

*10:語 末の短母音 の削除が影響 している例。

*?:説 明がつ かない例。
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調査1

単語 意味 A B C D E F G
7

akademi 学士院 a a a a e*2,3 a a

akkumuuator 蓄電池 o o o o o a*1 o

aPb6m アルバム o o o o o o o

al6e アロエ ■ o o o e*? o o

ノ

amerik アメ リカ a a a a a a a

〆

anket アンケー ト a a a a a a a

ノ

ante㎜ アンテナ a a a a a a a

〆

arteri 協同組合 a a a a e*2,3 a a

〆

arxitektor 建築家 o o o o o o o

'

arXIW 公文書 a a a a a a a

〆

assamblei 総会 a e*2 a e*2 a a a

atom 原子 o o a*1 a*1 a*1 a*1 a*1

awt6bus バス a a a a a a a

〆

azot 窒素 o o o o o o o

bag勾 手荷物 ■ a a a a a a

〆

bakteri バ クテ リア a a a a e*2,3 a a

bar6n 男爵 o o a*5 a*5 o a*5 o

ノ

beisbol 野球 o o o o o o o

benzin ガ ソリン e e e e e e e

bet6n コ ン ク リー ト o o o o o o o

bid6n 缶 o o o o o o o

ノ

bif蓉teks ビフテ キ e e e e e e e

ノ

bilet 切符 e e e e e e e

biznesmen ビジネスマン e e e e e e e

ノ
b6bslei(B:bobslei)ボブス レー e*4 e*2,4 e*4 o e*4 o e*4

boPnits 病院 o o o o o o o

b6iwol 水牛 o o o o o o o

b61t首ka ロ ー ノレパ ン a a a a a a a

dekan 学部長 a a a a a a a

de踏n イルカ e e e e e e e

diplomat 外交官 a a a a a a a

d611ar ドル o*1 a o*1 o*1 o*1 o*1 a
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単語 意味 A B C D E F G

d6nor ドナー ■ o o o o o o

egipet エ ジプ ト e e e e e e e

ekol6gi 生態学 o o o o o o o

eksk6/血rs 見学 e a e e e a*9 e

ekspedits 探検 e e e e e e e

6ksport 輸出 o o o o o o o

elektr6n 電子 o o o o o o o

ノ

element 構成分子 e e e e e e e

elit エ リー ト e e e e e e e

天.

ene「91 エネル ギー e e e e e e e

ewkalipt ユ ー カ リ a a a e*2 o*? a a

A〆

ewraz ユー ラシア a a a a a a a

^ん
ewre1 ユダヤ人 e e e e e e e

A〆
ew「OP

Q

ヨ ー ロ ツ ノ＼ o o o o o o o

ノ

丘mer ベニヤ板 a a a a a a a

ノ

俗odal 封建貴族 a a o*1 a a a a

驚stiwaP
一"

フェスァ ィハル a a a a a a a

偽kus 佳 占
ハ 、、ノb、、 a a o*1 o*1 o*1 a a

gektar ヘ クタール a a a a a a a

general 将軍 a a a a a a a

A/

ge「Oln
ヘ ロイ ン o o o o o o o

gidra ヒ ドラ a a a a a a a

granat 手榴弾 ■ a a a a a a

import 輸入 o o o o o o o

〆

internet イ ンター ネ ッ ト e e e e e e e

j血bka ス カ ー ト a a a e*10 e*10 a a

kabeF ケーブル a a a a a a a

7

kafδ カフェ a a a a e*2 a a

kamer 部屋 a a a a a a a

kazax カザフ ■ a a a a a a

kerosin 灯油 o o o o a*5 o o

kil6(D:kilo) キロ o o o e*10 o o o

ノ

kilometr キ ロ メー トル e*7 o o e*7 o o o
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単語 意味 A B C D E F G

kin6 映画 o o o o o o o

k6fδ コ ー ヒ ー o o o o o o o

koktさiF カクテル o e*2 o o e*2 o o

k61a
一

コ ー フ a a a a a a a

kol6ni 植民地 o o o o o o o

komiss 委員会 o o o o o o o

kommL6na コ ン ミュー ン a a a a o*? a a

kompani 会社 a a a a a a a

k・m伽e・ コ ン ピ ュー タ o*6,9 e e e o*6,9 o*6,9 o*6,9

k6nsul 領事 a a a a o*1 a o*1

〆

kontsert 協奏曲 o o o o o o o

k。s⑳m ス ー ツ a*5 a*5 o*6,9 a*5 o*6,9 o*6,9 a*5

kredit ク レジッ ト e e e e e e e

lageちlage♂ 兵営 a a a a a a a

ノ

lektor 講師 o a*5 o o o o o

16gik 論理学 o o o o o o o

160zon スローガ ン ■ o o o o o o

V7

m司a「 マジヤール人 ■ a a a a a a

〆

maneken マネキン a a a a e*2,3 a a

maraf5n マ ラソン o o o o o o o

marganets マ ンガ ン a a a a a a a

marketing マー ケテ ィング a a a e*3 a a a

v〆

maSln 自動車 a a a a a a a

master 名人 a a a a a a a

medaF メダル a a a a a a a

《v
messe「ue「 メ ッセ ンジ ャー e e e e e e e

metr6 メ トロ o o o o o o o

〆

rnlna 地雷 a a a a e*10 a a

min6t 分 a a a a a a a

〆
moo「09 霊安室 ■ o o o o o o

ノ
motor モ ー タ ー ■ o o o o o o

mototsikl オー トバイ o o o o o o o

人・
muzel 博物館 e e e e e e e
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単語 意味 A B C D E F G
ノA

norner 番号 o o o o o o o

ノ

ofitser 将校 o e*2,3 o e*2,3 e*2,3 o o

paft6 外套 o o o o o o o

ダ

pasport
パスポー ト o o a*1 o a*1 o o

penitsillin
ペニ シ リン e e e e e e e

pets6㎡ ビスケ ッ ト e e e e e e e

● 〆

PlngWln
ペ ンギン e e e e e e e

pomid6r トマ ト o o o o o o o

prokσr6r 検事 o o o o o o o

P血uder お しろい ■ e e e e e e

〆v●

PUUSIg 大砲 ■ e e e e e e

radio ラジオ o o o o o o o

redaktor 編集者 o a*1 a*1 o o o o

refδrat レポー ト a a a a a a a

ノ

rektor 学長 o o o o o o o

^人remen
ベル ト(コ ンベア) e e e e e e e

A'

restoran レス トラン a a a a a a a

A7

reZln ゴム e e e e e e e

〆

poman 長編小説 a a a a a a a

〆

saaxar 砂糖 ■ a a a a a a

salat サラダ ■ a a a a a a

〆

salmoner サルモネラ a*5 o a*5 o o o o

sambo サンボ o o o a*10 o o o

A● 〆

sernlnar ゼ ミナール a a a a a a a

senat 上院 a a a a a a a

sistem システム e e e e e e e

sonat ソナタ a a a a a a a

7

SOOSO9 お しやぶ り ■ o o o o o o

sotsialist 社会主義者 a a a a a o*8 a

sotsiolism 社会主義 o o o o o o a*8
ノ

strategi 戦略 e*2,3 e*2,3 e*2,3 a e*2,3 a a

s如e㎜afket スーバ ーマーケット a a a a a a a

taksi タクシー a a a a a a a
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単語 意味 A B C D E F G

telef6n 電話 o o o o o o o

telewizor テ レビ o o e*1 e*1 o o e*1

ノ

texnikσm 職業技術学校 a a a a e*1 a a

titan チタン a a a a a a a

t6ka♂ 旋盤工 a a a a a a a

tot蓉il 砥石 o o o o o o o

ノ

wagon 客車 o o o o o o a*?

waktsin ワクチ ン a a a a a a a

〆

websait ウェブサイ ト a a a a a a a

煮
wena 静脈 a a a a a a a

wideo ビデオ o o o o o o o

wirσ/US ウイルス e a*9 a*9 a*9 e a*9 a

o〆

Wltamln ビタ ミン a a a a e*2 a a

ノ

xokkei ホ ッケー o o o o o o o

・ ノ

xnstOS キ リス ト o o o o o o o

ダ
zamaasag 塗布 パテ a a a a a a a

7

zootexnik 畜産学 e*7 e*7 e*7 e*7 e*7 e*7 e*7

調査2

単語 意味 C D E F G
〆

amerik アメ リカ a a a a a

argentin アルゼンチン a a e*2,3 a a

awt6bus バス a a a a a

〆

baxrein バ ー レー ン a a e*2 a a

bi㎜a ビルマ a a e*10 e*10 e*10

brazili ブラジル a a e*2,3 a a

ノ

bumei ブルネイ e e e e e

d611ar ドル o*1 o*1 o*1 a o～a*1

dominik ドミニカ a a a a a

egipet エ ジ フ゜ト e e e e e

6ksport 輸出 o o o o o

A●A

eXlme 愛媛 e e e e e
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単語 意味 C D E F G

import 輸入 a*? o o o o

iwate 岩手 a(*5) e*4 e*4 e*4 e*4

謄vo

JamagutSl 山 口 a*56
,

e e e e

j血bka ス カ ー ト a～e*10 e*10 e*10 a a

kapitalizm 資本主義 a a a a a

kin6 映画 a*8 o o o o

koobe 神戸 a*5 e*4 e*4 a*5 e*4

k6f資 コ ー ヒ ー o o o o o

kokt6iF カクテル o e*2 e*2 a*5 a*5

k61a
一

コ ー フ a a a a a

k・m伽te・ コ ン ピ ュ ー タ o*6 a*59
,

a*59
,

a*5,9 a*5,9

k。s⑳m ス ー ツ a*59, a*59, a*59, a*59, a*59,

ノ

maneken マネキン a a e*23
,

a a

marketing マ ー ケテ ィ ン グ a a e*3 a a

matsue 松江 a*56, e e e e

●●o

muagl 宮城 a(*5) e*4 e*4 e*4 e*4

min6t 分 a a a a a

mototsikl オー トバイ o o e*2 o a*5

人・
muzel 博物館 a～e*9 e e e e

●A

narnle 浪江 a(*5) e*4 e*4 e*4 e*4

ootSU 大津 o*6 a*5 o*6 e e

〆

pasport パスポー ト a*1 o a*1 o o

7

Plwo ビール e*10 e*10 e*10 o o

● 〆

Slngap()「 シンガポール a a a～e? a a

sotsiolizm 社会主義 a*8 o e～a*8 o a*8

statistik 統計 a a a a a

takamatsu 高松 o*? a*56
,

a～o*? a*56
,

a*56
,

telef6n 電話 o o o o o

telewizor テ レビ e*1 e*1 o e*1 e*1

v● ●

totSlgl 栃木 a*5 e*4 e*4 o e*4

wirσ/US ウイルス a*9 e e a*9 e

xokkaidoo 北海道 o o o o a*5

ノ

xokkei ホ ッケー o e*2 e*2 o o
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Vowel Harmony and Vowel Reduction in Mongolian: An Analysis Using 
Loanwords 

 
Naoki UETA 

 
 
Abstract 
 

In this paper I discuss the rules of vowel harmony in suffixes and vowel reduction in 
Khalkha Mongolian revealed by two surveys, in which native speakers were asked to add 
certain suffixes to loanwords. 

The two surveys show that vowel harmony in suffixes is affected by phonological or 
sociolinguistic factors such as the location of accent or whether the loanword is 
well-established or not. More specifically, although word-final vowels other than i, ê and e 
trigger vowel harmony in suffixes as a general rule, there are some other rules in competition 
with this rule that produce different outcomes. These are as follows: 
1) When a suffix is added to a common loanword, unaccented vowels are sometimes reduced 

and a vowel nearer to word-initial position determines the class of vowel harmony of the 
suffix. 

2) Vowels in suffixes sometimes harmonize with word-final accented i, ê and e, even though 
these are normally neutral vowels with respect to vowel harmony.  

3) Vowels in suffixes sometimes harmonize with neutral vowels when more than one neutral 
vowel appears at the right edge of a word. 

4) When a suffix is added to an uncommon loanword, the suffix vowel tends to harmonize 
with the word-final vowel regardless of its type.  

5) The vowel ‘a’ functions as a default vowel.  
6) The vowel ‘u’ is sometimes ignored by vowel harmony because of its low sonority. 
It is important to note that there is not an absolute order or ranking among these rules. Since 

some rules can be applied in the same circumstances, the result of vowel harmony varies by 
speaker or word.  
These rules also show that non-initial vowels are sometimes reduced even in loanwords, 

though this reduction is not systematic but lexically determined. In addition, they show that 
there is an interaction between vowel harmony and vowel reduction. 
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